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メキシコ金融政策（2024年6月）
政策金利の据え置きを決定も、利下げ再開に前向きな姿勢

1/1

2024年6月28日

（出所）ブルームバーグ

通貨安が過度に進行しなければ、利下げ再開が検討されよう

メキシコ銀行（中央銀行）は6月27日（現地、以下同様）に金融政策決定会合を開催し、政策金利を

11.00％に据え置くことを決定しました。今年3月に利下げを決定した後、据え置きは2会合連続です。

メキシコでは6月2日に実施された総選挙で与党が想定以上に議席数を伸ばし、司法制度改革による行政

府への権限集中や年金制度改革による財政悪化が懸念されて金利が急騰（債券価格が下落）し、メキシ

コ・ペソも急落しました。メキシコ銀行は今会合の声明文で選挙に関する直接的な言及を避けつつも、

「特定の要因がメキシコの金融市場に大きな変動をもたらした」と記しました。しかし、「最近は、国内

の金融市場がより良い動きを示している」としたほか、「メキシコ・ペソ安はインフレ見通しを押し上げ

たが、経済活動の弱さが通貨安の影響を一部相殺する」と評価し、当面のインフレ見通しはわずかな上方

修正にとどめています。また、今後について「インフレを取り巻く環境は政策金利の調整（利下げ）に関

する議論を可能にするだろう」とも述べています。これらは、最近の政治情勢が金融市場やインフレ見通

しに与える影響を市場の想定以上に楽観視しており、利下げ再開に前向きな印象を受けます。

今後は9月に議会招集、10月に大統領就任、また11月に米国の大統領選挙と、重要な政治イベントを控

えていますが、為替が現状付近で推移するようであれば利下げを決定する可能性が高まるでしょう。一方、

通貨安が進行すれば利下げ再開を見送ることで為替相場の一定の下支え要因になることも期待されます。

メキシコ・ペソ円とメキシコ国債指数

（2022年1月初～2024年6月27日）
（円/ペソ）

メキシコの政策金利と消費者物価指数

（出所）メキシコ銀行、ブルームバーグ

※予想は2024年4-6月期～2026年4-6月期

（政策金利：2012年1月初～2024年6月27日）
（消費者物価指数：2012年1月～2024年5月）
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※陰影部はメキシコ銀行によるインフレ目標のレンジ
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